
 

（第２号様式） 
令和８年４月 30 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立上矢部高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①すべての生徒
のわかりやすさ
に配慮した授業
改善を行い、生
徒一人ひとりに
応じた進路等の
目標実現に応え
る、社会に開か
れたカリキュラ
ムの実現を目指
す。 
 
 
②各教科・科目
において、積極
的に探究的な学
びに取り組み、
「総合的な探究
の時間」の充実
を図り、積み重
ねることで主体
的・対話的で深
い学びの実現を
目指す。 

①研究授業の実
施を中心とし
た、組織的な授
業改善に積極的
に取り組み、進
路等の目標実現
を目指し、すべ
ての生徒が学習
者として参加で
きる授業づくり
を推進する。 
 
 
②学習活動を深
化させ、生徒が
主体的に課題を
発見し、解決す
る力を育む。 
②インクルーシ
ブ教育の理念を
踏まえた授業改
善を一層推進
し、ICT の効果
的な活用にも努
める。 

①教員相互の授業
見学や研究授業の
機会を増やし、全
員が他の教員の授
業を参観し、教科
会等で協議をする
ことで各々の授業
スキルを高める。 
 
 
 
 
 
②５つから７つの
研究テーマを用意
し、主体的・対話
的で深い学びの実
現や探究的な学び
の実現を目指す。
②大型電子黒板の
効果的な活用法を
職員間で共有し、
共生の実現やユニ
バーサルデザイン
化を推進する。 

①授業見学の機会
を効果的に設定す
ることで、職員全
員の授業参観に結
び付いたか。 
①研究授業を実施
できたか。 
①教科会等で研究
協議を行うこと
が、より良い授業
の実現に繋がった
か。 
 
②「総合的な探究
の時間」に課題解
決能力の育成を目
指す学習活動を組
み込めたか。 
②大型電子黒板の
活用に関わる取組
を実践できたか。 

     

２ 
生徒指導・
支援 

①広く社会に貢
献できる、規律
ある生活習慣を
身に付けた人材
の育成に向け
て、丁寧な生徒
指導を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が主体的
に学校行事や部
活動に取り組む
よう支援し、す
べての生徒が活
躍できるように
する。 

①生徒一人ひと
りの課題やニー
ズに応じた支援
体制を整備し、
外部機関との連
携を活用した相
談体制の充実を
図る。また、社
会人として求め
られる基本的な
生活習慣や円滑
な人間関係の築
き方を習得でき
るよう指導を行
う。 
 
②特別活動など
を通じて、生徒
の人間力を育
み、達成感を得
られる支援を行
う。また、課題
解決能力を高
め、将来のキャ
リア形成へとつ
なげる。 

①教育相談連絡会
で気になる生徒情
報を共有し、個に
応じた支援を考え
たり SC・SSW や外
部機関に繋いだ
り、ケース会議を
行ったり、相談体
制の充実を図る。 
①登下校指導や遅
刻指導、服装指導
等を通して、ルー
ルやマナーを身に
付けさせる。 
 
 
②文化祭（翔矢
祭）において、生
徒が主体的に活動
し、達成感等が得
られるよう支援
し、地域の方にも
満足してもらえる
ような行事とす
る。 

①学年団、授業担
当者を含め、個に
応じた支援ができ
たか。支援が生徒
の課題解決に繋が
ったか。 
①生徒自身がルー
ルやマナーを守る
生活習慣、言動を
身に付けたと感じ
たか。 
 
 
 
 
 
②生徒の満足度、
達成度が生徒アン
ケート等から見取
ることができた
か。 
②文化祭（翔矢
祭）の外部からの
入場者数が昨年度
より増加したか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①「ちょっと背
伸びの進路実
現」を目指した
将来の自己実現
に向けた指導を
行う。 
 
  
 
 
②生徒の希望進
路の実現のた
め、進路支援体
制の充実を図
り、きめ細かな
進路支援を行
う。 
 

①生徒の個性や
進路意識の段階
に応じたキャリ
ア教育を推進
し、くじけずに
挑戦し続ける姿
勢を育てる進路
指導を実現す
る。 
 
②インクルーシ
ブな視点で生徒
一人ひとりの将
来を見据え、個
別最適な進路支
援を行えるよう
進路支援体制の
充実を図る。 

①個別指導と一斉
指導を組み合わせ
て効果的な指導を
行う。個に応じた
指導を積み重ねる
ことでくじけずに
目標実現に向かう
姿勢を育てる。 
 
 
②進路支援グルー
プと学年、支援教
育担当者、教科と
の連携を密にし
て、個別最適な進
路支援を目指す。 

①個別指導と一斉
指導を組み合わせ
て、効果的な進路
支援を行い、進路
未決定者を10名以
下に抑えることが
できたか。 
①個に応じた指導
を積み重ねてくじ
けずに目標実現に
向かう姿勢を育て
ることができた
か。 
②進路支援グルー
プと学年、支援教
育担当者、教科と
の連携を密にし
て、個別最適な進
路支援を行うこと
ができたか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①地域の期待に
応えながら、地
域の担い手とし
て成長できるよ
うな人材の育成
を目指す。 
 
 
 
 
②部活動・生徒
会活動や、美術
科の活動を発信
し、地域との協
働を図るととも
に学校の魅力を
発信する。 
 

①生徒が地域活
動に積極的に参
加し、活力ある
地域づくりへの
貢献を通じて、
よりよく生きる
ための社会性を
育むことを目指
す。 
 
②部活動、生徒
会、美術科等の
活動において地
域と協働した活
動の場を広げる
とともに、学校
の魅力を積極的
に発信する。 

①アンケートを行
い、地域のニーズ
を整理して地域貢
献を行い、生徒の
社会性を育む。 
②「作品を日常生
活の中に」をキー
ワードに、小・中
学校などとそれぞ
れの作品を交換展
示する地域美術館
を企画する。ま
た、地域の人々の
ための陶芸教室の
作品展示場作りや
小学校でのイラス
ト教室など、身近
な地域貢献の機会
を増やしていく。 

①地域がどのよう
な期待を本校にか
けているかを校内
で共有し、生徒が
自ら参画し、課題
解決した回数や地
域の人々や生徒に
とっての満足度を
もって判断する。 
 
②地域貢献が本校
の魅力として発信
できたかを地域の
人々や生徒にアン
ケートを行って達
成状況を判断す
る。また、昨年以
上にＨＰで魅力発
信ができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①「共に学び共
に育つ」共生社
会の実現を目指
す。 
 
  
 
 
②安全・安心で
信頼できる学校
づくりを進め
る。 

 
 

①職員全員の見
識を高め、イン
クルーシブな視
点で個々の生徒
の状況を捉え、
人権に配慮した
対応を適切に行
う。 
②業務の効率化
により働き方改
革を推進すると
ともに、不祥事
ゼロ達成に取り
組む。 
②県立高校の役
割を踏まえた防
災体制の確立を
図る。また、地
域と連携した取
組を推進する。 

①特別募集生を含
め、情報共有会議
で職員全体に生徒
の状況を周知す
る。 
①職員の人権研修
会を行う。 
 
②セキュリティを
確保しながら、DX
化を推進する。 
②定期的な研修を
継続し、不祥事ゼ
ロを達成する。 
②地域と連携し、
本校の役割を再確
認してよりよい防
災体制を確立す
る。 

①生徒の状況を把
握できたか。 
①研修の振り返り
により、職員が人
権に配慮した教育
活動在り方を再確
認できたかを検証
する。 
②働き方改革の理
念に基づき、業務
の効率化につなが
る仕組みを整備で
きたか。 
②事故防止研修を
適切な時期に行
い、不祥事ゼロを
達成できたか。 
②地域と連携し、
相互に防災体制作
りができたか。 

     



 

 


